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 令和７年 第１５５回 ９月定例会 

一 般 質 問 
   

 （１４人中１番から７番） 

順序 質問議員 質  問  項  目 

１ 東垣 典雄 

１．稲作における渇水対策を問う。 

２．世界農業遺産「人と牛が共生する美方地域の伝統的

但馬牛飼育システム」を農業、畜産、観光にどう生か

すかを問う。 

２ 見塚  修 

いのちとくらしを守り、住んでよかったと思えるまちづ

くりを求めて（Part２） 

（資源を活かす） 

１．老朽公共施設の有効利用について伺う。 

（いのちとくらしを守る） 

２．防犯カメラの増設について伺う。 

３ 藤井 昌彦 

１．米生産について 

２．有害鳥獣対策について 

３．畜産振興について 

４．子ども食堂について 

４ 松岡 大悟 １．広域観光連携について問う。 

５ 山根 典明 
１．FINE LINK PLUS の導入に関して 

２．職員利用する公用車の管理状況 

６ 山本 賢司 

１．村岡中央公民館（村岡区民センター）エリア再整備

の区民会議を起こそう！ 

２．町農政で守るべきでは？ 

７ 脇坂 英作 １．買い物弱者を支える仕組みについて問う。 



- 2 - 

令和７年 第１５５回 ９月定例会 

一 般 質 問 
 

（１４人中８番から１４番） 

順序 質問議員 質  問  項  目 

８ 西谷  尚 

１．子どもの安全を守るための暑さ対策と通学通園支

援について問う。 

２．一般家庭・高齢者の熱中症対策支援について問う。 

３．熱中症に対する企業支援について問う。 

９ 村田 行信 
１．第２次香美町総合計画の実施検証と次期計画への

反映方針について 

１０ 谷口 眞治 

１．物価高対策について問う。 

２．地球沸騰化対策について問う。 

３．若者支援・奨学金返済支援制度について問う。 

４．戦後８０年の平和推進施策について問う。 

１１ 田野 公大 

１．今後取り組まなければならない課題（Ⅲ） 

集落の将来を考える。 

２．今後取り組まなければならない課題（Ⅳ） 

地域おこし協力隊制度の活用を考える。 

１２ 森浦  繁 

１．児童生徒の通学時における安全について伺う。 

２．村岡区学校再編の進捗と進め方について伺う。 

３．幼稚園・保育園・認定こども園の保育料、給食費

について伺う。 

４．民間事業者の事業における町の関わりについて伺

う。 

１３ 伊藤 敦紀 １．職員の定着と安心して働ける環境づくりについて 

１４ 中村 崇志 

１．但馬牛 魅力発信のあり方について問う。 

２．より安心・安全な教育環境の実現へ向け現状を問

う。 

３．香住区山手の活性化と今後の方針について問う。 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 東垣 典雄               №１―１ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．稲作におけ

る渇水対策を問

う。 

 

 今年の梅雨明けは早く、６月末から７月中は、

まとまった雨が降らず、酷暑のうえに干ばつにな

り水路に水が乗らず渇水になった地域がみられ

た。 

 生コン車で水を運び水田に入れたり、耕作者の

話し合いで順番に水を入れるなどの努力があり、

ようやく実りの秋を迎えることが出来ています。 

 今、刈り取りの真っ最中ですが、酷暑、水不足

による品質の低下が心配されます。 

 また、水不足の時ほど、水路の整備が必要と強

く感じます。 

今年の渇水対策の取り組みと、今後の水路の整

備について伺う。  

 

1.今年の渇水対策を伺う。  

2.コメの品質の低下が懸念されるが 

3.地球温暖化により、干ばつの自然現象が予想さ

れる。水田農業を未来に引き継ぐため農業生産

基盤（水路など）の整備が必要と思われるが。 

4．令和元年度～令和３年度に「かんがい排水路、

頭首工、ため池」など水利関係について、３年

間に限り、補助率を 55％から 75％にアップし

ている。 

今、水田農業の持続のため、農地の集約化を

すすめるため、水利関係の補助率のアップを求

める。 

 

町 長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 東垣 典雄              №１―２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２. 世界農業遺

産「人と牛が共

生する美方地域

の伝統的但馬牛

飼育システム」

を農業、畜産、観

光にどう生かす

かを問う。 

 

世界農業遺産認定記念シンポジウムが令和５

年 12 月２日（土）に開催され、２回目となるシ

ンポジウムが先日８月 22 日（金）～23 日（土）

に開催された。 

農業遺産を地域の農業、畜産、観光にどう生か

すかを伺う。 

 

1．小代区は「名牛の里」であり「日本で最も美

しい村」でもあります。 

暮らしと牛が近くにある農村風景をどう構築

していこうとしているか伺う。 

2．改築される小代物産館「但馬牛ミニ博物館」

をどう充実するのか伺う。 

3．堆肥の利用など耕畜連携の取り組みをどう発

展させるか伺う。 

 

町 長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

  

発言議員： 見塚 修                  №２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

いのちとくらし

を守り、住んで

よかったと思え

るまちづくりを

求めて(Part２) 

（資源を活か

す） 

１．老朽公共施

設の有効利用に

ついて伺う。 

  

香美町公共施設等総合管理計画及び各個別施

設計画において、再編（統合や廃止等）が検討さ

れた施設は安易に解体撤去されたり、又その計画

がされてはいないか。再考の必要性を伺うもので

ある。 

最近は国や地方自治体の補助事業を活用し、起

業・移住される人も増加しているのではないか。 

町が再編の計画している施設を広く公開。情報

提供し、前述の人達にも活用していただくことを

検討してはどうか。 

又最近では「ＤＩＹ」(Do it Yourself)と言わ

れる方法で施設整備（改造）される方も増えてい

ると聞く。 

有効利用に向けての見直しを求める。 

 

 

町 長 

 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

（いのちとくら

しを守る） 

２．防犯カメラ

の増設について

伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

８月 20 日神戸市において刺殺事件が発生し、

その２日後には容疑者が逮捕された。スピード逮

捕には防犯カメラや県警と警視庁の連携の良さ

が言われている。 

今回の事件を受け、住民の不安が高まっている

とも言われている。 

防犯カメラは犯罪予防や体感治安の向上が図

られる役割がある。 

神戸市では現 3,000 台の設置から２６年度ま

でに 5,400 台に増設する計画を立てている。 

本町でも住民の「いのちとくらしを守る」ため、

防犯カメラを増設しないか伺う。 

（現在の区別設置数は） 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 藤井 昌彦                №３ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１. 米生産につ

いて 

 

昨年来より、米不足、コメ価格の高騰などで、

国は、米の増産を図る方針ときく。 

①町の米施策は 

 

町 長 

 

 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２. 有害鳥獣対

策について 

 

北海道、東北地方では熊による人身事故が多く

報じられている。現在、野生動物との関わり方（駆

除、共生）が課題となっている。以下の項目に対

する現状（頭数、駆除数）と基本的考え方（駆除、

共生）を伺う。 

①猿 

②鹿 

③イノシシ 

④熊 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

３ . 畜産振興に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界に誇る但馬牛の原産地であるわが町の畜

産農家は、昔の集落内での１頭飼いから、現在は

多頭飼育で人里離れた場所に牛舎を立てざるを

得ない。 

豪雪地帯での除雪費用、牛舎の構造も雪に耐え

る構造が必要で経費が嵩む。 

また、将来的な後継者不足の課題がある。 

そこで 

①道路除雪費の１割負担撤廃 

②牛舎の建設に手厚い支援を 

③後継者育成 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

４. 子ども食堂

について 

 

有志で子ども食堂を開設運営している。 

少子高齢化、人口減少下、子どもの居場所がな

くなっている中、素晴らしい取り組みと考える。 

① 町としての捉え方を伺う。 

 

町 長 

教育長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 松岡 大悟                 №４ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．広域観光連

携 に つ い て 問

う。 

 

 複数の自治体が行政の境界を越えて連携し、点

在する観光資源を有機的に結びつけることで、テ

ーマ性のある広域的な観光ルートや観光圏を形

成する広域観光連携。 

観光を主幹産業の一つとする香美町も数年前

から但馬の市町、麒麟のまち観光局、山陰海岸ジ

オパーク推進協議会等と広域的に観光連携を進

めています。 

広域的な観光連携は、香美町の観光産業を持続

的に発展させるという目的を達成するための方

法として、重要な政策だとも感じています。 

そこで以下の質問です。 

 

(1)現在まで広域観光連携を進めてきた事で観光

産業にどの程度プラスの影響があったのか。 

 

(2)今後、他の枠組みでの広域観光連携を考えて

いるのか。 

 

(3)香美町として広域観光連携最大のメリットは

どこだと考えているのか。 

 

町長の所見を伺います。 

 

町 長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 山根 典明                 №５ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．FINE LINK 

PLUS の導入に

関して 

 

 

 

①本年度５月から導入し、デイサービス 介護タ

クシー手配 医療機関等の連携など大変あり

がたいサービスですが、まだ導入して間なしで

すが、導入実績をお伺いしたい。 

② 宣伝方法はどうされていますか？ 

（山形県鶴岡市では「かんたんマニュアル」を導

入） 

③ 今後の方向性はどう考えていますか？ 

④お年寄りが活用するためのツールが必要で

は？ 

⑤村岡から香住（病院・職安など） 村岡から豊

岡（病院）バスの本数の関係で長時間を要する

ため、介護タクシーの手配が簡単に出来るなら

喜んで使われると思いますが？ 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２．職員利用す

る公用車の管理

状況 

 

①ドライブレコーダー・ナビゲーションシステ

ム・バックモニターの設置はされていますか？ 

② 運行管理簿の設置・遵守は？ 

③アルコールチェック機器の設置・遵守は？ 

昨今、日本郵便の管理体制が不十分で国交省

から厳しい行政処分が下されました。各民間企

業もこれに習って各社が上記の事項を遵守すべ

く総務課から通達があり、定期的に監査し且つ、

ドライブレコーダーの作動確認報告も随時必要

となっています。 

事故は決してあってはならない事ですが、身

を守る対策をとっていることが無事故への第一

歩では？ 

 

町 長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 山本 賢司                 №６ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．村岡中央公

民館（村岡区民

センター）エリ

ア再整備の区民

会議を起こそ

う！ 

 

 

 

村岡区地域協議会の元に利用者、区民による区

民会議を起こそう。 

・ＥＶ設置 

・図書室充実 

・展示スペース確保 

・調理室充実  など 

利用者の要望をふまえた計画を 

 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２．町農政で守

るべきでは？ 

 

① 中山間地域等直接支払制度第６期から見えた

ものは何か。 

② 農業者の維持、拡大と親元就農者支援を 

③ 水路維持整備声援策を 

④ 規模拡大、農地中間管理機構でどこまで対応可

と見るのか。 

 

 

町 長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 脇坂 英作               №７―１ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１. 買い物弱者

を支える仕組み

について問う。 

 

本町では人口減少と少子高齢化が進み、生活必

需品を扱う販売店の減少や免許返納等により、買

い物弱者の問題が拡大しており、高齢者や免許を

返納された方にとって、たとえバスで移動できて

も、売り場を歩き回り、荷物を持ち帰ること自体

が大きな負担となっています。 

このため、自宅周辺に来てくれる移動販売車の

意義は大きく、既に町内でも移動販売が多くの住

民生活を支えています。 

しかし、販売ルートに含まれていない地区も多

く、さらにガソリン価格の上昇は販売価格に影響

し、利用者負担の上昇が運行縮小につながるおそ

れがあります。 

そこで、移動販売に係る持続可能な支援策の提

案にあたり、以下の点を伺います。 

 

①本町における買い物弱者や免許返納後の生活

課題について、町はどのように捉えているか。 

②現在、町内で行われている移動販売について、

住民生活への効果や今後の可能性をどのよう

に考えているか。 

 

町 長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 脇坂 英作               №７－２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

   〃 

 

③ 人口の少ない地区では採算性の問題から販売

車の運行が難しく、さらにガソリン価格の上

昇が利用者負担や運行継続に影響している。

この現状を町はどのように捉えているか。 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

   〃 

 

④例えば買い物弱者を支える仕組みとして、道路

使用許可書の写しの提出や上限金額・一事業者

一台の制限を設けることで公平性と透明性を

担保しながら、移動販売車に係るガソリン代補

助を行うことが考えられる。こうした制度によ

り、人口の少ない地区にも運行が可能となり、

利用者負担の軽減にもつながると考えるが、町

の見解を伺う。 

 

町 長 

 



- 12 - 

第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 西谷 尚                №８ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１. 子どもの安

全を守るための

暑さ対策と通学

通園支援につい

て問う。 

 

（１）子供の暑さ対策の取り組みについて 

 

①登下校時の熱中症予防対策の取り組みは出来

ているのか。 

②学校・園内における対応は十分に出来ているの

か。 

③保護者や地域との連携した取り組みや情報共

有は出来ているのか。 

 

（２）体の弱い子供の対応について 

 

教育長 

 

 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２. 一般家庭・

高齢者の熱中症

対策支援につい

て問う。 

 

（１）熱中症対策の取り組みが出来ているのか。 

 

①エアコン設置に関する補助は考えなかったの

か。 

②電気代高騰対策的なものはなぜ行わないのか。 

 

町 長 

 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

３. 熱中症に対

する企業支援に

ついて問う。 

 

（１） 町内事業者に対しての支援について 

 

①行政側ができる支援はないのか。 

 

町 長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 村田 行信                 №９ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．第 2 次香美

町総合計画の実

施検証と次期計

画への反映方針

について 

 

 令和７年度で最終年度を迎える「第２次香美町

総合計画」。総合計画は、町の将来像や施策の方

向性を示す最も根本的な指針であり、行政運営だ

けでなく、町外に向けたメッセージとしても重要

な意味を持つものです。 

とりわけ、香美町への移住を検討する方や帰郷

を考える若者層にとっては、「町がどこに向かお

うとしているのか」を知る重要な情報でもありま

す。 

現在は「第３次香美町総合計画」の策定作業が

進行中であり、まさに今、これからの 10 年を形

づくる重要な時期にあります。 

そこで今回の一般質問では、 

「これまでの計画がどうであったのか」 

「これからの計画を誰が、どうやって作っている

のか」 

という視点から、香美町のまちづくりの方針を町

民と共有し、自治のあり方をともに考える起点と

したいと考えています。 

 

(1)第１次・第２次総合計画を通じて、町として

どのような成果と課題を認識しているか？ 

→ 明確に、「実現できたこと」と「実現が困難

だったこと」をそれぞれお示しください。 

 

(2)現在策定中の第３次総合計画について、策定

体制・スケジュール・関係者構成はどうなって

いるか？ 

→ 誰が、どのような役割で関与しているのか、

町民や議会との関わりも含めて具体的に伺い

ます。 

 

(3)第３次総合計画において、町長ご自身はどの

ような方針・未来像を描いておられるのか？ 

→ 現在の策定プロセスにおいて、町長として

何を重視し、どのような思いで臨んでいるの

か、町民にも分かる言葉でご説明ください。 

 

町 長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 谷口 眞治               №１０－１ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．物価高対策

について問う。 

 

 

依然として物価高は続いている。７月の全国消

費者物価指数は、物価変動の大きい生鮮食品を除

く総合指数が 111．6 と前年同月比 3.1％上昇し

た。プラス上昇は 47 か月連続。香美町は、物価高

対策（町民一人１万円の商品券配布）を令和６年

度予算で実施し、商品券の７月末期限分を令和７

年度予算に繰越明許しているが、商品券配布事業

の実績と効果を伺う。令和７年度も物価高対策と

して年内に、令和６年度と同じ「町民一人１万円

の商品券配布」が必要ではないか。 

 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２．地球沸騰化

対策について問

う。 

 

40 度を超える記録的な高温が続き「７月の月平

均気温が統計開始以降最も高く、降水量が記録的

に少ない」と気象庁が発表している。 

 

（1）農作物の高温被害対策について 

気温や降水、日射などに依存する農業は気候変

動に強い影響を受ける。降水が少なく、農作物の

高温・渇水対策が必要ではないか。 

 

（2）熱中症対策について 

記録的な高温で香美町でも熱中症患者が多く

発生しているのではないか。熱中症対策として、

高齢者・障害者のエアコンの買換えを含む購入や

電気代の助成が必要ではないか。 

 

 

町 長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 谷口 眞治               №１０－２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

３．若者支援・

奨学金返済支援

制度について問

う。 

 

 

学生の３人に１人が平均 300 万円の奨学金の借

金を背負って社会に出ているといわれている。若

者の奨学金返済支援が必要ではないか。県に奨学

金返済の支援制度があるが、町としても支援制度

を充実すべきではないか。 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

４．戦後 80 年の

平和推進施策に

ついて問う。 

 

（1）戦没者追悼式について 

戦後 80 年の節目の今年の戦没者追悼式と平和

を考えるつどいは、どんな取り組みを計画してい

るのか。 

 

（2）「非核・平和のまち宣言」の懸垂幕について 

「非核・平和のまち宣言」の啓蒙普及の推進の

ために本庁舎と各地域局に懸垂幕を設置すべき

ではないか。 

 

（3）平和学習（修学旅行）旅費の全額補助につい 

て 

平和を若い世代につなぐため、平和学習の旅費

を全額補助すべきではないか。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 田野 公大                 №１１ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．今後取り組

まなければなら

ない課題（Ⅲ） 

集落の将来を考

える。 

 

少子高齢化と集落人口減少が著しい現状にあ

って、その機能の低下と担い手不足などにより集

落運営の維持・活性化が困難な状況となっていま

す。そのような状況は、今後益々顕著となること

が容易に予想されます。それらを鑑み町と集落と

の関係や、集落に対する支援の在り方も考え直さ

なければならないと思います。この課題について

の町の考え方を伺います。 

 

①兵庫県 企画部 地域振興課は（集落の将来を

考えるサポートツール-「持続可能な地域づく

り」に向けて-）というツールを公開していま

す。まさにこのサポートツールに沿った取組み

が必要と考えますが、町はこれらをどのように

捉えているか。また取り組む考え等はあるか。 

②また、このような課題に専門に取り組む部署ま

たは PT（プロジェクトチーム）の設置等、組織

化する考えはあるか。 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２．今後取り組

まなければなら

ない課題（Ⅳ） 

地域おこし協力

隊制度の活用を

考える。 

 

１．の質問で示した課題の取り組みに対して、

現行の地域おこし協力隊制度の活用は大変有効

であると考える。本町もすでに本制度の活用は進

行中ですが、最近この制度もより地域住民との

「連携・協力の深化」が重視されるようになって

います。町の考えを問います。 

 

①地域住民との「連携・協力の深化」等に対して

どのように考え、取り組むか。 

②町と集落との関係の中で集落への配置や例え

ばデジタルディバイド対策などで活躍しても

らうなど。それらに限らず。町職員と住民との

中間的存在として隊員を配置する考えはある

か。 

 

町 長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 森浦 繁                №１２―１ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．児童生徒の

通学時における

安全について伺

う。 

 

今年の夏は、異常とも言える暑さで、この暑さ

が 10 月頃まで続くと予想されています。長距離

を徒歩で通学する児童生徒にとってこの暑さの

中、熱中症対策など保護者の心配も大きいのでは

無いか。 

また、通学路において獣害の心配や交通量の多

い箇所を通学する児童もあると聞く。そこで、保

護者などから通学に関する要望はないか。また、

100％全部の地区の対応は、いきなりは、無理で

も、安全な対応ができるところから改善するつも

りはないか伺う。 

 

教育長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２．村岡区学校

再編の進捗と進

め方について伺

う 

 

現在、村岡区では、学校再編の議論が進められ

ていると聞いている。現時点で委員からどのよう

な意見が出ているか、当局からの調整案を始めか

ら示すのではなく、各団体の代表が出し合った意

見の中から取捨選択し、意見が出ず、当局に提案

を求められた場合にのみ調整案を示し、その後に

持ち帰り検討といった正常なプロセスで議論さ

れているか、議論の方法について、伺う。 

 

教育長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 森浦 繁                №１２―２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

３．幼稚園・保

育園・認定こど

も園の保育料、

給食費について

伺う。 

 

幼稚園・認定こども園３歳以上児（1 号認定）

は幼稚園の給食費は、０円。認定こども園は給食

費のうち、副食費０円。主食費については、保護

者負担（白米代の納付）。保育所・認定こども園 3

歳以上児（2 号認定）は給食費のうち、副食費０

円。主食費については、保護者負担（白飯持参、

または白米代納付）となっています。保育所・認

定こども園３歳未満児（3 号認定）は保育料の利

用者負担となります。物価高騰のなか主食費を白

飯持参、白米代納付をなし、保育料の軽減につい

て伺う。 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

４．民間事業者

の事業における

町の関わりにつ

いて伺う。 

 

この春町内の事業者宛に町の封筒を使い町長

の顔写真入りで広告募集の依頼が送られてきた

と聞く。町民生活の利便を謳う内容の刊行物に対

する広告募集であったが、非常に高価な広告枠で

あったようです。この刊行物に対する町の関わり

は、適切と考えられるか？適切であるというなら

例えば香美町への観光誘客や町民生活に直結す

る事業であれば、同様に封書の使用町長の顔写真

入りの募集パンフレット作成ができるのか伺う。 

 

町 長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 伊藤 敦紀                №１３ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

 １．職員の定着

と安心して働け

る環境づくりに

ついて 

 

 町政運営を支えるのは「人」であり、職員一人

ひとりが能力を発揮できる環境を整えることは、

住民サービスの質を高める上で欠かせない。近年

はどの自治体においても、人材の確保・育成・定

着が大きな課題となっている。 本町においても、

人材育成基本方針の見直しや、本年 4 月には総務

課に「人材育成推進室」を設置するなどの取組が

進められている。 

一方で、職員の早期退職や病気休暇の取得が見ら

れる現状もあり、職員が安心して働ける環境づく

りに向けて検討すべき課題があると感じている。 

そこで以下について伺う。 

（１）職員の採用や育成を進め、定着を図る上で

信頼関係が不可欠であることを踏まえ、町長が職

員との信頼関係を築くために行っている具体的

な取り組みにはどのようなものがあるか。 また、

幹部職員と職員の間においてはどのように取り

組まれているか。 

（２）町長と職員、幹部職員と職員の間における

日常的なコミュニケーションをどのように評価

しているか。 

（３）職員が安心して働ける環境づくりの観点か

ら、メンタルヘルス対策と病気休暇からの復職支

援について、現状と今後の取組をどのようにお考

えか。 

 

 

町 長 
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第１５５回 ９月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 中村 崇志               №１４ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１.但馬牛 魅

力発信のあり方

について問う。 

 

① 但馬牛の魅力を観光客等へ認知してもらうた

めに現状どのような方法や媒体を利用して発

信しているのか伺う。 

② ①の効果や実績を伺う。 

③ 但馬牛は名称の通り兵庫県北部の共通ブラン

ドである。本町単独ではなく他市町と連携して

観光客・町外への情報提供が十分に出来ている

か伺う。 

 

町 長 

 

 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２.より安心・安

全な教育環境の

実現に向け現状

を問う。 

 

７月初旬、全国的に話題となった、名古屋市の

小学生・中学生の教員ら１０人ほどがＳＮＳグル

ープチャットを作り、児童・生徒を盗撮し情報交

換をするという悪質な事件が発覚した。 

 

① 本町外の事件ではあるが、なぜこのような事

が起きてしまうのか、原因等あるのか教育長の

所見を伺う。 

② 事件発覚後、本町の対応を伺う。 

 

 

教育長 

 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

３.香住区山手

の活性化と今後

の方針について

問う。 

 

① 本町役場が所有している区画が５０区画ある

が今後の活用計画や方針を伺う。 

② 町内外問わず、区画の購入目的で問い合わせ

はあるか伺う。 

 

町 長 

 


